
LESSON 02

第2回 情報プレゼンテーション演習

⾃分の伝え⽅を観測する

予測・行動・他者の受け取りを照合する

山梨大学 教育学部 稲垣 俊介



OVERVIEW 01 説明

Shunsuke Inagaki 2

第1回から
今日は、4つを照合する

記録

① 発表前に伝えようとしたこと

② 発表後に伝わったと思ったこと

③ 聴衆が実際に受け取ったこと

④ 90秒の発表動画

⑤ 動画は、唯一の正解ではない

⑥ 聴衆の反応も、唯一の正解ではない



CHECKPOINT 01 説明
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第2回でできるようになること
自分を決めるのではなく、観測して試す

本日のゴール

① 人格と行動を分ける

② 予測と実際の行動を比べる

③ 1つの行動だけを変えて試す

④ 自分の伝え方プロフィールを作る

今日決めるのは、自分の「型」ではなく、次に試す行動です。



QUESTION 問い
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まずは、この問いから

自分のことは、

自分が一番よく知っていると

言えるでしょうか。



FORM フォーム
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フォームI：M02活動前①

M02-I01 発表中、自分は聴衆を見る時間が長いと思いますか。

M02-I02 自分は速く話す方だと思いますか。

フォームIで「M02｜活動前」を選び、1～7で回答します。



FORM フォーム
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フォームI：M02活動前②

M02-I03 発表中、自分はスライドを見る時間が長いと思いますか。

M02-I04 自分は結論を明確に示していると思いますか。

送信したら、動画はまだ再生せずにまっていてください。



OVERVIEW 02 説明
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⾃分を⾒る5つの層
同じ言葉で混ぜない

区別

① 特性 比較的安定した傾向

② 状態 その場の緊張、疲労、気分

③ 行動 速度、間、視線、姿勢

④ 印象 他者が受け取った見え方

⑤ 効果 理解、記憶、判断



COMPARISON 整理
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⼈格評価と⾏動観察
変えられる行動として記録する

人格評価

① 自信がない人

② 暗い人

③ 発表が苦手な人

④ 熱意がない人

行動観察

① 語尾が小さくなった

② 画面を見る時間が長かった

③ 結論の前に情報が続いた

④ 問いの後に間がなかった



CHECKPOINT 02 進め方
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動画は、⾃分だけが⾒る鏡です
公開するための動画ではありません

視聴のルール

① 発表者本人の端末で見る

② イヤホン又はヘッドホンを使う

③ 他者へ勝手に見せない

④ 人格ではなく行動を見る

研究利用と、授業内の自己観察は分けて扱います。



HOW 進め方
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1回⽬の⾒⽅
まず全体を一度だけ見る

①

音量を確認

②

止めずに見る

③

良否を決めない

④

気付きを1つ

⑤

修正案は後で

全体を見る → 予測と比べる → 次に詳しく見る行動を選ぶ



FORM フォーム
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フォームI：動画1回⽬視聴後
M02-I05 動画を見る前の予測と同じだったことを書いてください。

M02-I06 動画を見る前の予測と異なっていたことを書いてください。

フォームIで「M02｜動画1回目視聴後」を選びます。

M02-I07 2回目の視聴で、もう一度確かめたい行動を1つ書いてください。



CHECKPOINT 03 自己理解
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ここで、BFI-2-S-Jの結果を開く
動画を1回見た後に返す理由

順序

① 先に、自分の行動を予測した

② 次に、動画を止めずに観察した

③ その後で、比較的安定した傾向を見る

④ 性格ラベルから動画を決め付けない

結果は、行動を考えるための仮説として使います。



OVERVIEW 03 自己理解
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Big Fiveの5領域
得点は1～5の範囲です

領域

① 外向性 社交性、自己主張性、活力

② 協調性 思いやり、敬意、信用

③ 勤勉性 秩序、生産性、責任感

④ 否定的情動性 不安、抑うつ、情緒不安定性

⑤ 開放性 知的好奇心、美的感性、創造的想像力



COMPARISON 自己理解
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Big Five結果の読み⽅
得点だけで自分を決めない

今回してよい読み方

① 自分の傾向を考える仮説にする

② 動画で見えた行動と照合する

③ 場面による違いを考える

④ 次の実験を選ぶ材料にする

今回しない読み方

① 高いほど優れていると考える

② 話し方の適性を決める

③ 他者と順位を比べる

④ 1回の動画を性格だけで説明する



RESEARCH 研究
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⾃分と他者は、同じ情報を持っていない
Self–Other Knowledge Asymmetry

内面的で観察しにくい側面は本人が把握しやすく、

外から見えやすい側面は、他者が有効な情報を持つ場合がある。

Vazire, 2010



COMPARISON 整理
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事実と解釈を分ける
まず事実、その後で可能性を考える

観察できた事実

① 10秒間、画面を見ていた

② 1分間に3回言い直した

③ 最後の10秒で提案を示した

④ 問いの後、すぐに話し始めた

そこから生じる解釈

① 自信がなさそう

② 準備不足に見える

③ 結論が遅く感じる

④ 考える間が少ない



OVERVIEW 04 観察
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観察できる8項⽬
動画で、直接確かめられること

項目

① 話す速度

② 間

③ 視線

④ 声量

⑤ 語尾

⑥ 言い直し

⑦ 具体例

⑧ 結論の位置



HOW 進め方
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2回⽬の⾒⽅
1つの行動を、止めながら観察する

①

行動を1つ選ぶ

②

止めながら見る

③

時刻と事実を書く

④

意図を振り返る

⑤

効果を考える

観察 → 意図との照合 → 次に試す小さな変更



FORM フォーム
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フォームI：動画2回⽬視聴後①

M02-I08 観察対象として選んだ行動を書いてください。

M02-I09 動画の時刻と、観察できた事実を書いてください。

フォームIで「M02｜動画2回目視聴後」を選びます。



FORM フォーム
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フォームI：動画2回⽬視聴後②

M02-I10 その行動が、聴衆に与えた可能性のある効果を書いてください。

M02-I11 次に試す小さな変更を1つ書いてください。

変更は、30秒で試せる大きさにします。



FLOW 説明
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相互観察の3つの役割

ROLE 1

発表者

見てほしい行動を1つ伝える

ROLE 2

観察者

事実と効果を記録する

ROLE 3

発表者

意図との違いを確認する

相手を評価するのではなく、次の実験に使える情報を返します。



FORM フォーム
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フォームP：M02相互観察①

M02-P01 観察対象として指定された行動を書いてください。

M02-P02 観察できた事実を書いてください。

Pフォームで観察対象者と「M02｜相互観察」を選びます。



FORM フォーム
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フォームP：M02相互観察②

M02-P03 その行動が、聴衆に与えた可能性のある効果を書いてください。

M02-P04 次に試せる小さな変更を1つ提案してください。

命令ではなく、「次は○○を試す」の形で書きます。



COMPARISON 整理
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デフォルトとストレッチ
自分らしさを固定しない

デフォルト

① 自然に行っている

② 負担が少ない

③ 場面によって強みになる

④ 無意識に繰り返しやすい

ストレッチ

① 意図的に試す

② 普段とは異なる

③ 表現の幅を増やす

④ 必要な場面だけ選べる



CHECKPOINT 04 実演
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1つだけ変えて、30秒話す
第1回の発表冒頭をもう一度使う

選べる行動

① 最初に結論を示す

② 冒頭と結論で聴衆を見る

③ 重要語の前後に間を置く

④ 話す速度を少し落とす

変えるのは1つでも十分です。録画は任意で、提出しません。



HOW 進め方
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30秒再実演の進め⽅
1人ずつ、同じ順序で行う

①

変える行動を宣言

②

30秒で話す

③

観察者が記録

④

違いを1つ返す

⑤

採用するか決める

宣言 → 実演 → 観察 → 本人が選ぶ



FORM フォーム
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フォームP：30秒再実演

M02-P05 変更前後で、観察できた違いを書いてください。

M02-P06 その変更が、聴衆に与えた可能性のある効果を書いてください。

Pフォームで「M02｜30秒再実演」を選びます。



FORM フォーム
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フォームI：30秒再実演後

M02-I12

1つの行動を変えたことで、

自分では何が変わったと感じましたか。



OVERVIEW 05 制作
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私の伝え⽅プロフィールv1
1枚にまとめること

記録

① 自分のデフォルト

② 動画を見る前の予測

③ 予測と異なった事実

④ 他者から観察された行動

⑤ 有効だった、又は再検討する変更

⑥ 次に試す行動



CHECKPOINT 05 授業化
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⾼校⽣に動画を⾒せるなら
悪い癖探しにしない

指導上の注意

① 観察項目を1つに限定する

② 動画の公開範囲を先に決める

③ 人格と行動を分ける

④ 次に試す行動を生徒本人が選ぶ

動画は、欠点を示す証拠ではなく、次の実験を考える材料です。



FORM フォーム
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フォームI：授業終了時①

M02-I13 自分の伝え方について、どの認識を修正しましたか。

M02-I14 その修正を裏付ける、動画又は他者観察の事実を書いてください。

フォームIで「M02｜授業終了時」を選びます。



FORM フォーム
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フォームI：授業終了時②

M02-I15

次回、意図的に試す行動を

1つ書いてください。



SUBMIT 次回接続
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次回までに
第3回「媒体が変わると、何が変わるか」

① 私の伝え方プロフィールv1を保存する

② M02-I15で決めた行動を、次の発表で試せるようにする

③ Big Fiveの結果は、自分の手元だけで保管する

次回は、同じ内容を音声・映像・文字・スライドへ分けて比べます。


